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年
度
入
学
試
験
問
題

政
治
・
経
済

政
治

・
経

済

―
	3

5	
―

問
３

　
下

線
部
Ｃ

を
主

張
し

、
イ

ギ
リ

ス
の

議
会

政
治

を
「

人
民

の
代

議
士

は
、

一
般

意
思

の
代

表
で

は
な

い
し

、
代

表
た

り
え

な
い

」
と

批
判

し
た

思
想

家
と

、
そ

の
著

作
の

組
合

せ
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
　

ホ
ッ

ブ
ズ

　
　

　
　

－
　

　
リ

ヴ
ァ

イ
ア

サ
ン

ｂ
　

モ
ン

テ
ス

キ
ュ

ー
　

－
　

　
法

の
精

神
ｃ

　
ル

ソ
ー

　
　

　
　

　
－

　
　

社
会

契
約

論
ｄ

　
ロ

ッ
ク

　
　

　
　

　
－

　
　

統
治

二
論

問
４

　
下

線
部
Ｄ

に
関

連
し

た
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

議
会

制
民

主
主

義
に

お
け

る
国

民
代

表
の

原
理

と
は

、
議

会
は

国
民

に
選

ば
れ

た
個

々
の

代
表

の
意

思
を

ぶ
つ

け
合

い
調

整
す

る
機

関
で

あ
り

、
各

々
が

代
表

す
る

人
々

の
利

害
が

国
家

全
体

に
取

り
込

ま
れ

る
こ

と
で

あ
る

。
ｂ

	
議

会
制

民
主

主
義

に
お

け
る

審
議

の
原

理
と

は
、

公
開

の
討

論
を

通
じ

て
国

政
の

基
本

方
針

を
決

定
す

る
こ

と
で

あ
り

、多
数

決
原

理
を

採
用

し
つ

つ
も

少
数

者
の

意
見

や
権

利
を

踏
み

に
じ

ら
な

い
よ

う
に

す
る

た
め

に
重

要
で

あ
る

。
ｃ

	
ア

メ
リ

カ
は

、
行

政
権

を
担

う
大

統
領

が
直

接
に

国
民

に
よ

っ
て

選
出

さ
れ

、
議

会
に

議
席

が
な

く
議

会
の

解
散

権
や

法
案

の
提

出
権

も
も

た
な

い
た

め
、

議
会

制
民

主
主

義
と

は
言

え
な

い
。

ｄ
	

議
会

制
民

主
主

義
に

お
け

る
監

督
の

原
理

と
は

、
議

会
の

決
定

を
尊

重
し

て
、

国
民

の
た

め
の

行
政

が
公

正
に

お
こ

な
わ

れ
て

い
る

か
ど

う
か

を
、

司
法

機
関

が
厳

重
に

監
督

す
る

必
要

が
あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

問
５

　
下

線
部
Ｅ

に
関

連
し

、
日

本
で

発
生

し
た

事
案

で
、

政
府

が
外

交
問

題
を

理
由

に
裁

判
に

介
入

し
よ

う
と

し
て

司
法

権
の

独
立

が
脅

か
さ

れ
た

が
、

司
法

が
独

立
を

維
持

し
た

事
件

の
名

称
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

足
利

事
件

ｂ
	

大
津

事
件

ｃ
	

生
麦

事
件

ｄ
	

三
河

島
事

件
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Ⅰ
　

次
の

文
章

を
読

み
、

下
の

問
い

（
問
１

〜
問
５

）
に

答
え

よ
。

　
近

代
の

民
主

制
国

家
が

基
本

理
念

と
し

て
い

る
の

は
、

基
本

的
人

権
と

国
民

主
権

の
原

理
で

あ
る

。
Ａ
基

本
的

人
権

と
は

、
人

間
の

基
本

的
な

権
利

は
国

家
権

力
を

も
っ

て
し

て
も

侵
害

す
る

こ
と

の
で

き
な

い
永

久
の

権
利

で
あ

る
と

す
る

考
え

方
で

あ
り

、
Ｂ
国

民
主

権
と

は
、

国
家

の
権

力
（

主
権

）
は

国
民

の
も

の
で

あ
り

、
国

民
の

意
思

に
も

と
づ

い
て

、
国

民
の

利
益

の
た

め
に

行
使

さ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

を
意

味
す

る
。

　
国

民
主

権
を

実
現

す
る

た
め

の
も

っ
と

も
徹

底
し

た
方

法
は

、
国

民
全

体
の

集
会

を
開

い
て

政
治

的
問

題
を

議
論

し
、

解
決

す
る

も
の

で
、

こ
れ

を
Ｃ
直

接
民

主
制

と
い

う
。

一
方

、
国

民
が

選
挙

で
代

表
を

選
び

、
そ

の
代

表
が

集
ま

っ
て

構
成

す
る

議
会

で
政

治
的

な
問

題
を

審
議

す
る

方
法

も
あ

り
、

こ
れ

を
間

接
民

主
制

と
い

う
。

議
会

を
媒

介
と

す
る

民
主

政
治

と
い

う
意

味
で
Ｄ
議

会
制

民
主

主
義

と
も

よ
ば

れ
る

。
　

だ
が

、
民

主
的

に
選

出
さ

れ
た

国
民

の
代

表
で

あ
っ

て
も

、
権

力
が

少
数

の
者

の
手

に
集

中
す

る
と

、
権

力
の

濫
用

に
よ

り
国

民
の

権
利

を
侵

害
す

る
お

そ
れ

が
生

じ
る

。
そ

う
し

た
事

態
を

防
ぐ

に
は

権
力

の
分

散
が

不
可

欠
で

あ
り

、
Ｅ
権

力
分

立
の

考
え

方
も

民
主

政
治

の
基

本
原

理
の

ひ
と

つ
と

な
っ

て
い

る
。

問
１
　

下
線

部
Ａ

に
関

連
し

た
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

絶
対

王
政

の
時

代
の

中
世

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で

は
、

人
は

属
す

る
身

分
に

関
わ

ら
ず

同
じ

基
本

的
人

権
を

有
す

る
と

考
え

ら
れ

て
い

た
が

、
自

ら
の

生
命

を
守

っ
て

も
ら

う
た

め
そ

の
権

利
を

国
王

に
全

面
委

譲
し

て
い

る
と

さ
れ

て
い

た
。

ｂ
	

基
本

的
人

権
は

、
は

じ
め

は
個

人
の

自
由

を
確

保
す

る
こ

と
（

自
由

権
）

と
考

え
ら

れ
た

が
、

国
家

は
労

働
者

な
ど

の
労

働
・

生
存

・
福

祉
を

権
利

（
社

会
権

）
と

し
て

認
め

保
障

す
べ

き
と

の
思

想
に

発
展

し
た

。
ｃ

	
大

日
本

帝
国

憲
法

（
明

治
憲

法
）

で
は

、
天

皇
が

大
権

を
も

つ
と

い
う

前
提

に
立

ち
、

そ
こ

で
認

め
ら

れ
た

権
利

は
基

本
的

人
権

で
は

な
く

「
臣

民
の

権
利

」
で

あ
り

、
法

律
に

よ
っ

て
制

限
で

き
る

も
の

で
は

な
い

と
さ

れ
て

い
た

。
ｄ

	
日

本
国

憲
法

は
、

基
本

的
人

権
の

尊
重

を
最

も
基

本
的

な
原

則
と

し
て

い
る

の
で

、
公

共
の

福
祉

を
理

由
に

個
人

の
人

権
よ

り
全

体
利

益
を

優
先

さ
せ

、
国

民
の

基
本

的
人

権
が

制
約

さ
れ

る
こ

と
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

問
２

　
下

線
部
Ｂ

に
関

連
し

た
記

述
（
あ
）（
い
）
の

正
誤

の
組

合
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

（
あ
）	

国
民

主
権

は
、

人
々

が
自

ら
政

治
を

行
う

と
い

う
民

主
政

治
の

理
念

と
深

い
関

係
が

あ
り

、
国

民
は

国
家

の
基

本
的

ル
ー

ル
で

あ
る

憲
法

を
つ

く
る

憲
法

制
定

権
力

を
持

つ
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

（
い

）
日

本
国

憲
法

前
文

は
「

主
権

が
国

民
に

存
す

る
」

こ
と

を
宣

言
す

る
と

と
も

に
、「

国
政

は
、（

中
略

）
そ

の
権

力
は

国
民

の
代

表
者

が
こ

れ
を

行
使

し
」と

記
し

て
、国

民
主

権
に

も
と

づ
く

間
接

民
主

制
の

採
用

を
宣

言
し

て
い

る
。

ａ
	（
あ
）

も
（
い
）

も
正

し
い

ｂ
	（
あ
）

は
正

し
く

、（
い
）

は
誤

り
ｃ

	（
あ
）

は
誤

り
で

、（
い
）

は
正

し
い

ｄ
	（
あ
）

も
（
い
）

も
誤

り
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問
８

　
下

線
部
Ｈ

に
関

連
し

た
記

述
（
う
）（
え
）
の

正
誤

の
組

合
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

（
う
）

一
人

当
た

り
GD

P
で

は
、

人
口

の
少

な
い

国
が

上
位

に
多

く
含

ま
れ

る
た

め
、

近
隣

諸
国

か
ら

の
通

勤
労

働
者

が
多

い
と

い
っ

た
小

国
の

特
殊

要
因

が
影

響
し

て
い

る
可

能
性

も
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
（
え
）

日
本

は
GD

P
で

は
中

国
に

抜
か

れ
た

が
、

一
人

当
た

り
GD

P
で

は
国

内
の

地
域

格
差

が
大

き
い

中
国

を
依

然
と

し
て

上
回

っ
て

い
る

。

ａ
　（
う
）

も
（
え
）

も
正

し
い

ｂ
　（
う
）

は
正

し
く

、（
え
）

は
誤

り
ｃ

　（
う
）

は
誤

り
で

、（
え
）

は
正

し
い

ｄ
　（
う
）

も
（
え
）

も
誤

り

問
９

　
空

欄
	

Ｉ
	に

当
て

は
ま

る
言

葉
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

技
術

革
新

ｂ
	

金
融

引
締

め
ｃ

	
減

価
償

却
ｄ

	
公

共
事

業

問
10

　
下

線
部
Ｊ

に
関

連
し

て
、

景
気

循
環

の
周

期
性

の
根

拠
を

説
明

す
る

内
容

と
名

称
の

組
合

せ
と

し
て
適
当
で
な
い
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

在
庫

の
変

動
　

　
　

　
－

　
　

キ
チ

ン
循

環
ｂ

	
設

備
投

資
の

変
動

　
　

－
　

　
ジ

ュ
グ

ラ
ー

循
環

ｃ
	

建
設

投
資

の
変

動
　

　
－

　
　

ク
ズ

ネ
ッ

ツ
循

環
ｄ

	
生

産
技

術
の

変
動

　
　

－
　

　
シ

ュ
ン

ペ
ー

タ
ー

循
環
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Ⅱ
　

次
の

文
章

を
読

み
、

下
の

問
い

（
問
６

〜
問
10

）
に

答
え

よ
。

　
　

経
済

成
長

と
は

経
済

活
動

の
規

模
が

拡
大

す
る

こ
と

で
あ

る
。

一
国

の
経

済
規

模
を

は
か

る
指

標
と

し
て

用
い

ら
れ

て
い

る
の

が
Ｆ
国

内
総

生
産

（
GD

P）
	で

あ
る

。
GD

P
は

、
一

定
期

間
（

通
常

は
１

年
）

の
サ

ー
ビ

ス
を

含
め

た
国

内
産

出
額

か
ら

中
間

投
入

額
（

中
間

生
産

物
）

を
差

し
引

い
て

算
出

さ
れ

る
。

経
済

成
長

率
は

、
通

常
は

GD
P
の

対
前

年
増

加
率

で
測

定
さ

れ
る

が
、

あ
る

年
と

別
の

年
で

は
物

価
水

準
が

異
な

る
た

め
、

物
価

の
変

動
を

調
整

す
る

必
要

が
あ

る
。

あ
る

年
の

物
価

に
基

づ
く

GD
P
を

名
目

GD
P、

基
準

年
の

物
価

で
測

定
さ

れ
た

GD
P
を

実
質

GD
P
と

い
い

、
経

済
成

長
率

を
み

る
と

き
に

は
後

者
が

用
い

ら
れ

る
。

実
質

GD
P
は
Ｇ
GD

P
デ

フ
レ

ー
タ

ー
を

使
っ

て
算

出
さ

れ
る

。
　

GD
P
は

一
国

全
体

の
所

得
を

把
握

で
き

て
も

、
国

民
の

平
均

的
な

生
活

水
準

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

、
こ

の
た

め
、

あ
る

国
の

一
人

当
た

り
の

経
済

活
動

の
大

き
さ

を
示

す
指

標
と

し
て
Ｈ
一

人
当

た
り

GD
P
が

算
出

さ
れ

て
お

り
、

人
口

規
模

の
異

な
る

国
の

豊
か

さ
を

比
較

す
る

の
に

用
い

ら
れ

て
い

る
。

　
経

済
成

長
の

原
動

力
は

、
労

働
供

給
量

の
増

加
、
労

働
者

の
能

力
向

上
、
企

業
の

投
資

に
よ

る
資

本
の

蓄
積

な
ど

で
あ

る
が

、
機

械
や

設
備

へ
の

投
資

を
活

発
に

行
う

こ
と

が
生

産
能

力
を

高
め

る
た

め
、

Ｉ
	も

非
常

に
重

要
で

あ
る

。
経

済
成

長
は

周
期

的
な
Ｊ
景

気
循

環
を

通
じ

て
実

現
さ

れ
、

そ
こ

に
は

好
況

、
後

退
、

不
況

、
回

復
の

4
つ

の
局

面
が

あ
る

。

問
６

　
下

線
部
F
に

関
連

し
て

、
日

本
の

GD
P
に

関
す

る
記

述
と

し
て

、
最

も
適

当
な

も
の

を
、

次
の

選
択

肢
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ａ
	

日
本

の
GD

P
に

は
、

日
本

で
働

い
て

い
る

在
日

外
国

人
の

所
得

は
含

ま
れ

な
い

。
ｂ

	
日

本
の

GD
P
に

は
、

日
本

企
業

の
海

外
生

産
拠

点
で

働
い

て
い

る
日

本
人

の
給

与
は

含
ま

れ
な

い
。

ｃ
	

日
本

は
長

ら
く

ア
メ

リ
カ

に
次

ぐ
GD

P
世

界
第

２
位

の
地

位
を

維
持

し
て

い
た

が
、

20
09

年
に

イ
ン

ド
に

、
20

10
年

に
は

中
国

に
抜

か
れ

た
。

ｄ
	

日
本

は
、

以
前

は
実

質
GD

P
が

名
目

GD
P

よ
り

高
か

っ
た

が
、

19
90

年
代

以
降

は
名

目
GD

P
の

方
が

実
質

GD
P
よ

り
高

く
な

る
こ

と
が

多
い

。

問
７

　
下

線
部
Ｇ

に
関

連
し

た
説

明
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

GD
P
デ

フ
レ

ー
タ

ー
と

は
、

設
備

投
資

や
政

府
支

出
な

ど
も

含
め

た
一

国
の

経
済

主
体

の
物

価
を

総
合

的
に

示
し

た
物

価
指

数
で

あ
り

、
輸

入
品

も
含

ん
で

い
る

。
ｂ

	
GD

P
デ

フ
レ

ー
タ

ー
の

測
定

に
お

い
て

は
、

家
計

の
消

費
構

造
を

一
定

の
も

の
に

固
定

し
、

こ
れ

に
要

す
る

費
用

が
物

価
の

変
動

に
よ

っ
て

、
ど

う
変

化
す

る
か

を
指

数
値

で
示

す
。

ｃ
	

GD
P
デ

フ
レ

ー
タ

ー
は

、
企

業
間

で
取

り
引

き
さ

れ
る

商
品

の
価

格
を

指
数

化
し

た
物

価
指

数
で

あ
り

、
日

本
銀

行
が

公
表

す
る

。
ｄ

	
デ

フ
レ

ー
タ

ー
と

は
「

気
球

の
よ

う
に

膨
ら

ん
だ

も
の

か
ら

空
気

を
抜

く
」

と
い

う
意

味
を

語
源

と
し

、
物

価
上

昇
分

だ
け

膨
ら

ん
だ

名
目

GD
P
を

GD
P
デ

フ
レ

ー
タ

ー
で

萎
ま

せ
る

こ
と

で
実

質
GD

P
を

算
出

す
る

。
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問
13

　
下

線
部
Ｍ

の
国

際
連

盟
の

創
設

を
提

唱
し

た
ア

メ
リ

カ
大

統
領

の
名

前
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

ア
イ

ゼ
ン

ハ
ワ

ー
ｂ

	
ウ

ィ
ル

ソ
ン

ｃ
	

ト
ル

ー
マ

ン
ｄ

	
フ

ラ
ン

ク
リ

ン
・

ル
ー

ズ
ベ

ル
ト

問
14

　
下

線
部
Ｎ

に
関

す
る

記
述

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
、

次
の

選
択

肢
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ａ
	

イ
ラ

ク
に

よ
る

ク
ウ

ェ
ー

ト
侵

攻
を

き
っ

か
け

に
起

き
た

湾
岸

戦
争

で
、

安
全

保
障

理
事

会
は

武
力

行
使

を
容

認
す

る
決

議
を

採
択

し
、

PK
O

を
派

遣
し

た
。

ｂ
	

国
連

憲
章

で
は

、
自

衛
の

場
合

を
除

き
、

加
盟

国
が

武
力

を
行

使
す

る
こ

と
を

全
面

的
に

禁
止

し
て

い
る

が
、

こ
れ

に
違

反
し

た
国

に
対

し
て

は
軍

事
的

強
制

措
置

が
と

れ
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。
ｃ

	
日

本
で

は
、2

00
1
年

に
国

連
平

和
維

持
活

動
協

力
法

（
PK

O
協

力
法

）
が

成
立

し
た

が
、国

連
平

和
維

持
軍

（
PK

F）
本

体
業

務
へ

の
自

衛
隊

の
参

加
は

凍
結

さ
れ

て
い

る
。

ｄ
	

国
連

平
和

維
持

活
動

協
力

法
（

PK
O

協
力

法
）

に
よ

り
、

自
衛

隊
が

初
め

て
PK

O
に

派
遣

さ
れ

た
の

は
南

ス
ー

ダ
ン

で
あ

る
。

問
15

　
下

線
部
O

に
関

連
し

て
、

行
政

監
察

の
仕

組
み

で
あ

り
、

任
命

権
者

か
ら

依
頼

さ
れ

た
人

が
、

中
立

の
立

場
で

行
政

機
関

を
調

査
・
監

視
し

た
り

、
行

政
機

関
へ

の
苦

情
を

処
理

す
る

制
度

の
名

称
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

ア
フ

ァ
ー

マ
テ

ィ
ブ

・
ア

ク
シ

ョ
ン

ｂ
	

オ
ン

ブ
ズ

マ
ン

ｃ
	

シ
ビ

リ
ア

ン
・

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ｄ
	

レ
フ

ァ
レ

ン
ダ

ム
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Ⅲ
　

次
の

文
章

を
読

み
、

下
の

問
い

（
問
11

〜
問
15

）
に

答
え

よ
。

現
在

の
国

際
社

会
は

、
19

0
以

上
の
Ｋ
主

権
国

家
に

よ
っ

て
形

成
さ

れ
て

お
り

、
国

際
社

会
全

体
を

統
治

す
る

世
界

政
府

の

よ
う

な
も

の
は

存
在

せ
ず

、
各

国
が

互
い

の
主

権
を

尊
重

し
合

う
こ

と
に

よ
り

秩
序

が
保

た
れ

て
い

る
。

主
権

国
家

間
の

紛
争

制
御

の
ル

ー
ル

と
し

て
国

際
法

が
あ

り
、

大
多

数
の

国
家

の
一

般
慣

行
で

あ
る

国
際

	
Ｌ

	と
、

国
家

間
の

意
思

を
明

文
化

し
た

条
約

か
ら

成
り

立
っ

て
い

る
。

た
だ

し
、

国
際

法
は

国
内

法
と

異
な

り
、

制
定

す
る

機
関

が
な

く
、

強
制

力
も

十
分

で
は

な
い

。

　
国

際
社

会
に

お
け

る
国

家
間

の
安

全
保

障
の

形
態

の
一

つ
に

、
対

立
関

係
に

あ
る

国
家

も
含

め
て

、
関

係
国

す
べ

て
が

こ
の

安
全

保
障

体
制

に
参

加
し

、
相

互
に

武
力

に
よ

っ
て

攻
撃

し
な

い
こ

と
を

約
束

し
、

平
和

を
乱

す
国

家
が

あ
る

場
合

に
は

、
関

係
国

の
す

べ
て

が
協

力
し

て
違

反
国

に
制

裁
を

加
え

る
と

い
う

集
団

安
全

保
障

の
方

式
が

あ
る

。
集

団
安

全
保

障
の

組
織

で
あ

る
Ｍ
国

際
連

盟
は

、
第

一
次

世
界

大
戦

後
に

設
立

さ
れ

た
が

、
第

二
次

世
界

大
戦

の
勃

発
を

防
げ

な
か

っ
た

。
第

二
次

世
界

大

戦
後

、
国

際
連

盟
の

失
敗

を
踏

ま
え

て
国

際
連

合
（

国
連

）
が

設
立

さ
れ

、
地

球
上

の
ほ

と
ん

ど
の

国
家

が
加

盟
す

る
国

際
機

構
と

な
っ

て
い

る
。

　
国

連
は

集
団

安
全

保
障

の
組

織
で

あ
る

が
、

国
連

憲
章

で
は

安
全

保
障

理
事

会
が

国
際

的
平

和
お

よ
び

安
全

の
維

持
に

必
要

な
措

置
を

と
る

ま
で

の
間

、
加

盟
国

に
個

別
的

自
衛

権
と

集
団

的
自

衛
権

の
行

使
を

認
め

て
い

る
。

国
際

紛
争

は
根

絶
し

て
お

ら
ず

、
国

連
に

よ
る
Ｎ
平

和
維

持
活

動
（

PK
O
）	

も
継

続
し

て
い

る
。

近
年

で
は

、
紛

争
後

の
平

和
構

築
に

お
け

る
選

挙
支

援

や
Ｏ
行

政
・

司
法

制
度

の
復

興
支

援
な

ど
も

重
視

さ
れ

て
い

る
。

問
11

　
下

線
部
Ｋ

に
関

連
し

た
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

主
権

国
家

に
は

、	
領

域
、

国
民

、
君

主
、

主
権

、
の

四
つ

の
要

素
が

あ
る

。
こ

れ
ら

の
要

素
を

満
た

し
、

他
の

国
か

ら
の

干
渉

を
受

け
る

こ
と

な
く

君
主

が
統

治
し

、自
国

の
こ

と
を

決
定

し
て

い
く

こ
と

が
主

権
国

家
の

条
件

で
あ

る
。

ｂ
	

国
際

社
会

が
主

権
国

家
を

基
本

単
位

と
す

る
こ

と
は

、
近

世
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

で
の

三
十

年
戦

争
を

終
結

さ
せ

た
16

48
年

の
ウ

ェ
ス

ト
フ

ァ
リ

ア
条

約
で

承
認

さ
れ

、
オ

ラ
ン

ダ
と

ベ
ル

ギ
ー

に
主

権
国

家
と

し
て

独
立

が
認

め
ら

れ
た

。
ｃ

	
主

権
国

家
を

基
本

単
位

と
す

る
よ

う
に

な
り

、
18

世
紀

に
は

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
諸

国
は

他
の

地
域

に
対

し
て

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
諸

国
と

対
等

の
主

権
国

家
と

し
て

の
地

位
を

認
め

て
、

植
民

地
が

独
立

し
数

多
く

の
主

権
国

家
が

誕
生

し
た

。
ｄ

	
主

権
国

家
は

、
は

じ
め

君
主

が
国

民
を

支
配

す
る

絶
対

主
義

国
家

と
し

て
成

立
し

た
が

、
18

〜
19

世
紀

に
か

け
て

市
民

革
命

を
経

て
国

家
と

国
民

と
の

一
体

性
が

自
覚

さ
れ

る
よ

う
に

な
り

、国
民

国
家

と
し

て
成

長
し

て
い

っ
た

。

問
12

　
空

欄
	

、、

	に
入

る
語

句
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

慣
習

法
ｂ

	
規

範
ｃ

	
常

識
ｄ

	
条

例
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問
18

　
下

線
部
Ｒ

に
関

連
し

た
記

述
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

社
会

保
険

は
、

保
険

制
度

の
加

入
者

に
対

し
て

現
金

や
サ

ー
ビ

ス
の

給
付

を
通

じ
て

経
済

的
保

障
を

お
こ

な
う

も
の

で
、

現
在

、
医

療
保

険
、

年
金

保
険

、
雇

用
保

険
、

介
護

保
険

の
４

種
類

が
あ

る
。

ｂ
	

公
的

扶
助

は
、自

力
で

生
活

で
き

な
い

困
窮

者
に

公
的

援
助

を
与

え
る

も
の

で
、最

低
生

活
費

を
保

障
す

る
ベ

ー
シ

ッ
ク

イ
ン

カ
ム

制
度

を
柱

と
し

て
い

る
。

ｃ
	

社
会

福
祉

は
、

児
童

や
老

人
、

心
身

障
害

者
な

ど
の

援
護

を
目

的
と

し
て

、
手

当
を

支
給

し
た

り
、

施
設

や
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

も
の

で
、

費
用

は
国

と
地

方
公

共
団

体
が

ま
か

な
う

が
、

利
用

者
の

一
部

負
担

も
あ

る
。

ｄ
	

公
衆

衛
生

は
、

厚
生

労
働

省
の

管
轄

す
る

保
健

所
と

公
営

病
院

が
、

感
染

症
予

防
や

母
子

衛
生

、
精

神
衛

生
、

食
品

衛
生

な
ど

を
担

当
す

る
も

の
で

、
環

境
省

の
管

轄
す

る
上

下
水

道
整

備
や

ゴ
ミ

処
理

な
ど

は
含

ま
れ

て
い

な
い

。

問
19

　
空

欄
	

Ｓ
	に

当
て

は
ま

る
言

葉
と

し
て

最
も

適
当

な
も

の
を

、
次

の
選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

ａ
	

賦
課

方
式

ｂ
	

確
定

給
付

方
式

ｃ
	

確
定

拠
出

方
式

ｄ
	

積
立

方
式

問
20

　
下

線
部
Ｔ

に
関

連
し

て
、

年
金

制
度

改
革

に
関

す
る

記
述

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
、

次
の

選
択

肢
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ａ
	

20
01

年
か

ら
導

入
さ

れ
た

確
定

拠
出

型
年

金
は

、
企

業
が

厚
生

年
金

の
被

保
険

者
を

加
入

対
象

と
し

て
拠

出
・
運

用
・

管
理

・
給

付
ま

で
の

責
任

を
負

う
も

の
で

、
年

金
の

一
部

民
営

化
と

位
置

付
け

ら
れ

る
。

ｂ
	

20
04

年
の

年
金

制
度

改
正

で
は

、
将

来
の

保
険

料
の

上
限

を
撤

廃
す

る
と

と
も

に
、

保
険

料
収

入
な

ど
の

総
額

に
応

じ
て

給
付

水
準

を
自

動
的

に
調

整
す

る
こ

と
に

よ
り

、
年

金
財

政
の

安
定

が
図

ら
れ

た
。

ｃ
	

20
12

年
に

、
社

会
保

障
と

税
の

一
体

改
革

の
一

環
と

し
て

、
社

会
保

障
制

度
改

革
推

進
法

な
ど

が
成

立
し

、
社

会
保

障
制

度
改

革
国

民
会

議
が

設
置

さ
れ

、
年

金
制

度
の

改
革

が
審

議
さ

れ
た

。
ｄ

	
20

20
年

に
、

年
金

制
度

の
機

能
強

化
の

た
め

の
国

民
年

金
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
（

年
金

制
度

改
正

法
）

が
成

立
し

、
公

的
年

金
の

受
給

開
始

時
期

が
60

歳
か

ら
70

歳
の

間
で

選
べ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

2
0
2
3
-
s
e
t
0
1
-
ブ

ッ
ク

.
i
n
d
b
 
 
 
4
1

2
0
2
2
/
1
2
/
0
9
 
 
 
1
0
:
4
8
:
2
6

―
	4

0	
―

Ⅳ
　

次
の

文
章

を
読

み
、

下
の

問
い

（
問
16

〜
問
20

）
に

答
え

よ
。

　
社

会
保

障
と

は
、

病
気

や
け

が
、

老
齢

な
ど

に
よ

る
生

活
の

不
安

や
、

失
業

、
労

働
災

害
、

事
故

な
ど

に
よ

る
生

活
の

困
難

に
対

し
て

、
社

会
全

体
で

備
え

よ
う

と
す

る
仕

組
み

で
あ

る
。

日
本

の
社

会
保

障
制

度
は

、
憲

法
第

25
条

で
、

す
べ

て
の

国

民
が

「
健

康
で

文
化

的
な

最
低

限
度

の
生

活
を

営
む

権
利

」
を

有
す

る
と
Ｐ
生

存
権

を
定

め
て

お
り

、
社

会
保

障
と

は
国

が
こ

の
権

利
を

保
障

す
る

仕
組

み
と

言
え

る
。

た
だ

し
、

生
存

権
の

法
的

性
格

に
つ

い
て

は
、
Ｑ
プ

ロ
グ

ラ
ム

規
定

説
と

法
的

権
利

説
と

呼
ば

れ
る

考
え

方
が

対
立

し
て

い
る

。

　
Ｒ
日

本
の

社
会

保
障

制
度

は
「

社
会

保
険

」「
公

的
扶

助
」「

社
会

福
祉

」「
公

衆
衛

生
」

の
４

つ
の

柱
か

ら
構

成
さ

れ
、

整

備
さ

れ
て

き
て

い
る

。
だ

が
、

少
子

高
齢

化
が

進
み

、
年

金
や

医
療

、
介

護
な

ど
の

支
出

が
増

え
て

い
る

た
め

、
こ

の
財

源
を

誰
が

ど
の

よ
う

な
形

で
負

担
し

て
い

く
べ

き
な

の
か

が
問

わ
れ

て
い

る
。

社
会

保
険

の
一

つ
で

あ
る

年
金

保
険

に
お

い
て

は
、

日
本

で
は

事
実

上
一

定
期

間
に

支
給

す
る

年
金

を
そ

の
期

間
の

保
険

料
で

ま
か

な
う

	
Ｓ

	と
な

っ
て

い
る

が
、

少
子

高
齢

化
が

急
速

に
進

ん
で

い
る

た
め

、
こ

の
ま

ま
で

は
現

役
世

代
の

負
担

が
過

大
に

な
り

、
年

金
制

度
を

維
持

で
き

な
く

な
る

可
能

性
も

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

年
金

制
度

の
見

直
し

が
進

め
ら

れ
て

い
る

が
、

年
金

給
付

額
を

減
ら

せ
ば

現
役

の
頃

に
負

担
し

た
金

額
よ

り
も

少
な

い
年

金
し

か
も

ら
え

な
い

世
代

が
生

ま
れ

て
し

ま
う

た
め

、
ど

の
よ

う
に
Ｔ
年

金
制

度
改

革
を

行
う

か
は

難
し

い
問

題
で

あ
る

。
社

会
保

障
を

縮
小

さ
せ

る
こ

と
な

く
、

必
要

な
財

源
を

い
か

に
し

て
確

保
す

る
か

は
大

き
な

課
題

で
あ

る
。

問
16

　
下

線
部
Ｐ

に
関

連
し

て
、

世
界

で
初

め
て

生
存

権
を

規
定

し
た

憲
法

を
、

次
の

選
択

肢
の

う
ち

か
ら

一
つ

選
べ

。

ａ
	

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
憲

法
ｂ

	
ド

イ
ツ

・
ワ

イ
マ

ー
ル

憲
法

ｃ
	

フ
ラ

ン
ス

第
三

共
和

政
憲

法
ｄ

	
ロ

シ
ア

共
和

国
憲

法

問
17

　
下

線
部
Ｑ

に
関

連
し

た
記

述
（
お
）（
か
）
の

正
誤

の
組

合
せ

と
し

て
正

し
い

も
の

を
、選

択
肢

の
う

ち
か

ら
一

つ
選

べ
。

（
お
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
規

定
説

で
は

、
憲

法
第

25
条

は
、

国
家

が
国

民
に

生
存

権
を

保
障

し
、

そ
の

た
め

の
具

体
的

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
制

定
す

る
こ

と
を

規
定

し
て

い
る

と
解

釈
す

る
。

（
か
）

法
的

権
利

説
で

は
、

憲
法

第
25

条
の

生
存

権
の

規
定

は
、

国
家

に
対

し
て

政
治

的
・

同
義

的
な

努
力

目
標

と
し

て
義

務
づ

け
た

権
利

に
す

ぎ
ず

、
こ

れ
を

根
拠

に
生

存
権

を
主

張
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

と
解

釈
す

る
。

ａ
	（
お
）

も
（
か
）

も
正

し
い

ｂ
	（
お
）

は
正

し
く

、（
か
）

は
誤

り
ｃ

	（
お
）

は
誤

り
で

、（
か
）

は
正

し
い

ｄ
	（
お
）

も
（
か
）

も
誤

り
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Ⅴ
　

次
の

文
章

を
読

み
、

下
の

問
い

（
問
21

）
に

答
え

よ
。

　
日

本
で

は
、

高
度

経
済

成
長

が
本

格
化

し
た

19
60

年
代

に
は

、
大

企
業

を
中

心
に

、
新

規
学

卒
者

を
大

量
に

採
用

し
、

勤
続

年
数

の
長

さ
に

応
じ

て
賃

金
が

決
ま

る
年

功
序

列
型

賃
金

と
終

身
雇

用
お

よ
び

企
業

別
労

働
組

合
を

特
徴

と
す

る
日

本
型

雇
用

慣
行

が
定

着
し

た
。

し
か

し
、

低
成

長
の

時
代

に
入

る
と

、
こ

う
し

た
慣

行
は

企
業

に
と

っ
て

負
担

と
な

り
始

め
、

円
高

不
況

や
バ

ブ
ル

後
の

不
況

の
際

に
は

、
企

業
は

リ
ス

ト
ラ

ク
チ

ャ
リ

ン
グ

を
行

い
、

不
況

を
乗

り
切

ろ
う

と
し

た
。

　
企

業
は

、不
況

に
な

れ
ば

余
剰

労
働

力
を

縮
小

し
、景

気
が

上
向

く
と

労
働

力
を

補
充

し
よ

う
と

す
る

。
ア

ル
バ

イ
ト

、パ
ー

ト
タ

イ
ム

、
派

遣
と

い
っ

た
非

正
規

雇
用

形
態

の
労

働
力

は
、

景
気

の
変

化
に

応
じ

て
伸

縮
的

に
調

整
す

る
こ

と
が

で
き

、
し

か
も

賃
金

は
正

規
雇

用
者

に
比

べ
る

と
格

段
に

安
い

。
こ

の
た

め
、

内
外

か
ら

の
競

争
圧

力
に

さ
ら

さ
れ

て
い

る
日

本
企

業
は

非
正

規
雇

用
者

を
多

用
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

政
府

も
ま

た
、

産
業

界
の

意
向

に
沿

う
も

の
と

の
批

判
も

あ
る

な
か

、
労

働
者

派
遣

法
な

ど
の

改
正

を
行

い
、

非
正

規
雇

用
者

の
雇

用
を

容
易

に
し

て
き

た
。

こ
の

結
果

、
労

働
者

に
占

め
る

非
正

規
雇

用
労

働
者

の
割

合
は

20
03

年
に

は
30

％
を

超
え

、
近

年
は

35
%

を
超

え
る

水
準

で
推

移
し

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　【

参
考

　
非

正
規

雇
用

労
働

者
数

推
移

】

（
出

典
：

総
務

省
統

計
局

労
働

力
調

査
を

基
に

作
成

）　
　

　
　

　
　

問
21

　
非

正
規

雇
用

者
の

増
加

が
も

た
ら

す
デ

メ
リ

ッ
ト

に
つ

い
て

、
企

業
・

個
人

・
社

会
全

体
の

そ
れ

ぞ
れ

の
観

点
か

ら
合

計
20

0
字

程
度

で
指

摘
し

な
さ

い
。
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